
（別記様式２）

○　○　○　○　工事

積算チェック表（建築工事編）

チェック担当者　　　　　○　○　○　○

項目編　－　1～４　№1～69

数量編　－　1～４　№1～39

金額編　－　1　　 　№1～6
　　　表紙共全10枚

凡例



№ 工事

01 要確認 FALSE

02 OK ＯＫ TRUE

03 OK ＯＫ TRUE

04 OK ＯＫ TRUE

05 OK ＯＫ TRUE

06  要確認（根切計画図無し） FALSE

07  要確認（根切計画図無し） FALSE

08 OK ＯＫ TRUE

09 OK ＯＫ TRUE

10 OK ＯＫ TRUE

11 OK ＯＫ TRUE

12 OK ＯＫ TRUE

13 OK ＯＫ TRUE

14 OK ＯＫ TRUE

15 OK ＯＫ TRUE

16 OK ＯＫ TRUE

17 OK ＯＫ TRUE

18 OK ＯＫ TRUE

-　１　-

土
工

地
業

水盛り・遣り方は建築面積で算出したか。（地下階が建築面積を超える場合は地下の建物面積）

墨出し・現寸型板・養生・整理清掃は延面積で算出したか。

内部足場は延面積で算出したか。

高所についての内部足場の検討を行ったか。また、脚立足場との計上の重複はないか。

災害防止（防護棚・金網張・シート張等）を検討したか。

現況地盤は確認したか。

直
接
仮
設

鋤取・盛土の必要な部分はないか。

内　　容

根切はどのレベルから掘ったか。根切深さを確認したか。

根切のゆとり幅・法勾配は数量積算基準によったか。

埋め戻しは根切土流用か搬入（購入）土か確認したか。

不用土(残土)は、場外処分か場内処分か確認したか。

残土数量(根切部躯体+砕石・砂利+捨コン+ピット等空容積)を確認したか。

(根切+鋤取)－（埋戻･盛土）＝不用土（残土）を確認したか。

排水計画について考慮したか。

砕石や砂利地業の面積と厚みを確認したか。（捨コン共）

土止めの必要なところはないか。

土間下の防湿・断熱の見落としはないか。

杭の材質・形状・寸法・工法別に計上したか。

 積算チェック表　（項目編）　-　1　　直接仮設～土工～地業

結果

クリックするとレ点が
でます。

コメントはこの欄に記
入する。



19 OK ＯＫ TRUE

20  要確認 FALSE

21  要確認 FALSE

22  該当無し FALSE

23 OK ＯＫ TRUE

24 OK ＯＫ TRUE

25 OK ＯＫ TRUE

26 OK ＯＫ TRUE

27  要確認 FALSE

28 OK ＯＫ TRUE

29 OK ＯＫ TRUE

30  該当無し FALSE

31  該当無し FALSE

32 OK ＯＫ TRUE

33
 該当無し FALSE

34  該当無し FALSE

35  該当無し FALSE

36  該当無し FALSE

-　２　-

躯
体
全
般

コ
ン
ク
リ
ー

ト

型
枠

鉄
筋

鉄
骨

所要数量へのロス率は確認したか。また、溶接は６ｍｍ換算をしたか。

鉄骨の規格や材種は正しく計上されているか。

階別・部位別に集計したか。

仕上げからの移行数量（コンクリート・打放し及び特殊型枠）は正しく転記されているか。

コンクリート強度・スランプにより区別したか。

設計審査　５－７　チェック担当者　ＩＰ

躯体の収まり上の打増し・打放し部分のふかし・防水部分の嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄの見落としはないか。

雑物の拾い落としはないか。

普通型枠・打放型枠・その他特殊型枠の区別はよいか。また、普通型枠との重複はないか。

止水板の必要はないか。また、他工事（型枠・防水・雑等）と重複していないか。

構造用スリットはあるのかどうか確認したか。

鉄筋の継手や圧接ヵ所数の算出は数量積算基準によったか。所要数量へのロス率は確認したか。

圧接の出所は、梁と柱のみか。また、圧接の径は何Φからか確認したか。

スパイラル鉄筋は、使われていないか。

スタラップ・フープで溶接止めをする部分はないか。

スリープ補強鉄筋はあるか。

鉄骨工事と金属工事で、重複及び落としはないか。
　(例)　ＰＣ版取り付け下地　  　・キャットウオーク　      ・キャノピー
　　　　 カーテンウォール下地   ・目隠しルーバー下地  ・その他

耐火被覆・塗装・さび止めの拾いの重複や落ちはないか。

 積算チェック表　（項目編）　-　2　　躯体



37 OK ＯＫ TRUE

38 OK ＯＫ TRUE

39 OK ＯＫ TRUE

40  該当無し FALSE

41 OK ＯＫ TRUE

42  要確認 FALSE

43 OK ＯＫ TRUE

44 OK ＯＫ TRUE

45 OK ＯＫ TRUE

46  該当無し FALSE

47  要確認 FALSE

48 OK ＯＫ TRUE

49  要確認 FALSE

50 OK ＯＫ TRUE

51 OK ＯＫ TRUE

52 建具  要確認（建具寸法・仕様） FALSE

53 OK ＯＫ TRUE

54 OK ＯＫ TRUE

55 OK ＯＫ TRUE

-　３　-

所要数量へロス率は確認したか。

仕
上
全
般

ＡＬＣパネルの取り付け金物の見落としはないか。（メーカー見積り内容の検討）

シーリングの材種・サイズは明記されているか。

建具の二重水切シーリングは計上されているか、又は単価として建具に含まれているか確認したか。

木

金
属

組
積

防
水

材種別に材質・形状・寸法・工法などにより区別したか。

数量積算基準によったか。

コンクリートブロック積を、塗下・片面化粧・両面化粧に区分したか。

ガ
ラ
ス

特殊フィルムは確認したか。

ガラス止めｼｰﾘﾝｸﾞ・ｸﾘｰﾆﾝｸﾞは計上されているか。（数量別計上またはガラスの単価に含む）

種類別・厚さ別・サイズ別に計上されているか。

樹種・サイズ・等級別となっているか。

タ
イ
ル

軽量鉄骨壁下地は、50・65・90・100　形及び　@300　@450　に区分したか

軽量鉄骨天井下地は、19・25形、@225　@300　@360　及び天井内ふところ深さ別に区分したか。

軽量鉄骨天井下地のインサートを考慮したか。（数量別計上または天井ＬＧＳの単価に含む）

タイル張りの工法は確認したか。

必要な役物は計上したか。（またはタイルの㎡単価に含む）

吹付けは、下地別に計上されているか。(下地処理に関係)

左
官

リストの建具は計上されているか。

面積での計上、長さでの計上、適切な計上か。

 積算チェック表　（項目編）　-　３　　組積～ガラス



56 OK ＯＫ TRUE

57 OK ＯＫ TRUE

58  要確認 FALSE

59  要確認 FALSE

60 OK ＯＫ TRUE

61 OK ＯＫ TRUE

62 OK ＯＫ TRUE

63
OK ＯＫ TRUE

64  FALSE

65  FALSE

66  FALSE

67  FALSE

68  FALSE

69  FALSE

土の処分　　(場内・場外)  ガラスの変更  FALSE FALSE

杭の本数  天井点検口・切込補強の変更  FALSE FALSE

鉄骨材種・規格変更  防水仕様の変更  FALSE FALSE

建具の追加  排水桝の種類変更  FALSE FALSE

-　４　-

外
構

そ
の
他

建築工事と設備工事及び別途工事の振り分けは正しいか。
　　　（例）建築または設備　→　サイン　　昇降機　　ＷＣ鏡　　設備用天井切込補強　　設備スリープ
　　　　　　別途　　　　　　　　→　備品家具

塗
装

内
装

雑

排水桝は、サイズ・深さ・蓋の種類を区分してあるか。

盛土が不足した場合は、本体の不用土を流用できないかを検討したか。

アスファルト舗装で、車道と歩道の区分があるか。

 積算チェック表　（項目編）　-　４　　塗装～雑～外構～その他

積算時の図面と提出図面に違いがないか確認したか。

鋤取・盛土は計上されているか。現況地盤との関係を確認したか。

工事区分けは正しくされているか。

建具に使用した塗装係数は正しいか。

屋上スラブ下断熱材・外壁面断熱材は計上されているか。

雑項目に落ちはないか。

　食い違いが
　　発生し易い項目→

内外別・下地別に計上されているか。

表面仕上げと下地の関係を確認したか。

床シート張りは、接着剤別に計上されているか。

壁の石膏ボードにおいて、通常の貼り方とＧＬ工法等特殊工法の部分は明確になっているか。


